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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 本日、各部署ヒアリング。午前：通所リハビリテーションG（上野SGM）、午後：栄養士チーム（山田）、心理技術員チーム（小嶋）

· 経過連絡票・記録表紙は10/3（月）8時までに提出し、上野SGMへメールを送る事。

· 電算化委員会より、9/30（金）20～23時にパソコン内の古いフォルダやメールの削除を行なう。各自で必要な物は移動させておく事。

· 9/30（金）15：30～16：00広報委員会（大谷地）、接遇委員会（松川）

· インフルエンザワクチン予防接種は、65歳以上で生活保護・非課税の方は申請があれば免除となる。

＜事例検討＞

久慈　邦夫様（54）　病名：統合失調症　デイケア利用年数：1年10ヶ月　

　　　　　　　　　　　出席率：80～90％　　担当：佐々木

検討内容　長期・中期・短期目標の確認と治療計画の見直し

長期目標：服薬管理をしっかりと行い、調子を崩さないようにする為にデイケアに通う。

中期目標：生活リズムを整え、服薬・食事摂取・睡眠へ支障のないようにする。

短期目標：栄養状態を保つために、昼食は全量摂取する。

治療計画　①昼食の摂取量を確認する。残食があれば食べれなかった理由を尋ねる。

②自宅での食事は適切な食事内容か、または適切な食事量か、摂取状況も含め確認をする。

③自ら訴える事がない為、病状の変化がないか観察を行い、服薬状況や睡眠状況について確認する。

現在の様子
· 昼食は全量摂取できている。

· 夏ばてで食事の摂取量が減り、体重が減少した（8月53kg、9月51kg）。

· 肉を摂取した話はされず、野菜中心の食生活だとの事。

· 体重を増やしたいと話されている。体重を増やす為に、目標設定（年内に1kg増やす等）する。

· 入院前のIQは100以上。

· 幸房利用者と交際を行なっていた（現在は不明）。

· 病状的な事なのか、以前に特殊な文章を書きファックスで送信していた。

· 寒い時期は、風邪予防の為にマスクを着用（2枚重ね）している。

· 帽子をかぶったままプログラム参加されている。

· 季節に合わない服装である。

· 痩せ過ぎとなっているが、採血の結果はどうなのか確認したほうが良い（ALB）。

· 体重を増やす為に、目標設定（年内に1kg増やす等）する。

· 栄養指導を通じて、食事摂取を確認しアドバイスする。

· バランスの良い食事を摂っているのはデイケアだけ。惣菜を購入して食べていたとの事。

· 就労についての考えを確認していない。

まとめ

　デイケアでは、自分からスタッフや他メンバーに話し掛けていることは殆ど無い。本人が体重を増やしたいと思っているが、具体的な目標が無い為、デイケアで目標設定していく。また、自宅での食事内容について確認し、適切な食事摂取についてアドバイスしていく。長期目標や治療計画で病状や服薬の確認としているが、中期・短期目標では組み込んでいない為、付け加えていく。

入院前はセルリアンで仕事を行なっていたが退院後は就労について話す事はない為、本人の就労についての考えを確認し、希望があれば幸房見学を促していく。

＜プログラム検討＞

· 現在、新プログラム案の起案書を修正中。

· 10月のプログラムの決済がおりた為、テキストを差し替える予定。

· 毎週木曜日の2時間枠のプログラムは、就労・作業・自主活動を行なう予定。

· 日常生活動作は、衣・食・住に分け、午前のプログラムに組み込むよう検討する。

＜治療環境整備＞

· 9月末より、施設・備品のチェックシートを作成する事となった為、病院の書式を参考にし、余分な項目や不足な項目を確認しチェックシートを完成させる。今後毎月末に提出予定。

· 1階生活指導室パーテーションストッパーがきつくなった為、修理伝票提出予定。

＜業務改善＞

· 食事発注は各リーダーが行う事。

＜利用者様情報＞

・鈴木　和則　様～喫煙室でタバコをねだられたと他者より訴えあり。「今回だけ」と渡してしまったとの事。その後、スタッフより喫煙の事には触れずデイケア利用規約などについて説明している。スリッパで来所されている為、運動プログラムがありスリッパでは危険である事を説明していく。

・船場　幸子　様～眠気を訴えられ、時折あると話されている。

・青木　紀子　様～プログラム開始時間になっても特定利用者様と一緒に喫煙室にいる為、注意している。

・東海林　康之様～プログラム開始時間になっても特定利用者様と一緒に喫煙室にいる為、注意している。「大変な事が起きたんで」と表情が一時的に硬くなっている。

＜外来情報＞

・細越　定生　様～用事があるとの事で、3週間分の処方を希望されている。用事については特に話されていない。

・長瀬　紘一郎様～食べる時にむせる時があると話されている。体調は変わりないとの事。

・奥山　依以子様～手の水虫は継続してケルガー軟膏を塗布するようにとの事。

・船場　幸子　様～ぶどう狩りについて話されている。特に変わりなし。

・柳町　信之　様～テレパシーは続いていると話されるが、日常生活に支障は無いとの事。

・山田　吉夫　様～緑の手帳の更新の為に診断書を受け取り、外来受診後に市役所に申請に行くとの事。

